
円滑な消防・救急活動に貢献
※用賀消防出張所員へのアンケート
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緊急出動時の移動がスムーズになった
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■世田谷区用賀三丁目～用賀四丁目（Ｌ＝600m）
○周辺の生活道路に迂回していた自動車が最大約８割減少
○生活道路の交通量が大幅に減少したため、歩行者の安全性が向上
○経済効果　年間700万円(時間短縮＋経費節減)

□生活道路に入り込んでいた通過車両が減少

供用後の状況供用前の状況

・大山通りの交通量がかなり減って、お客さんが安心して買い物が出来る
　ようになりました。(振興組合職員)
・以前は朝スピードを出して走っている車が多くて怖かった。(地元住民)
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迂回路の一方通行路(大山通り)の断面交通量

用賀中町通りから用賀駅間の商店街の断面交通量
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総交通量
約1,100台
約76％減少

周辺の生活道路の交通量
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約6,00台

約46％減少

消防署員
の意見

・周囲の状況が見やすくなり、心にゆとりが
　持てるようになった。

・見通しがよく、通行しやすくなりました。


